




























吉井 美穂 1），八塚 美樹 1），塚原 節子 2），落合 宏 1）
1）富山大学医学部看護学科
2）岐阜大学医学部看護学科
要 旨
臨地実習を開始した看護学生が，感染予防対策をどの程度意識しているかという実態を知る
目的で調査を行った．その結果，「感染予防対策」は７０％が知っており，「標準予防策」は６０
％が知らなかった．また，感染予防対策として「知っていること」「実施していること」「最も大
切に思うこと」のいずれも「手洗い」が多く，エビデンスの理解は薄いが，多くの学生が手洗い
の重要性を認識し，実習でも意識的に「手洗い」をしているという現実が明らかとなった．
一方，微生物学的知識への問いに関しては，個々の学生間で差がみられ，特に感染経路等に関
しては臨地実習を行うにあたり知識の再確認をしていく必要性が示唆された．以上のことより，
学生は「感染」という言葉を意識して実習を行ってはいるが，その実際にいたってはいまだ不十
分であり，不足している部分を補って実習を進められるような教育方法を今後検討していくこと
が必要であると考えられた．
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1．対象者および調査時期
口頭で同意の得られた本大学看護学科4年次生
61名を対象とし，調査時期は全実習期間のうち
実習期間3ヶ月を経過した平成14年8月の夏期休
暇に行った．
2.調査方法
質問紙を用いて①感染予防対策について（標準
予防策を知っているか，感染予防対策について知っ
ていること，実習中に実施していること・気をつ
けていること・大切だと思うこと），②感染症に
ついて（MRSA・B型肝炎ウイルス・インフル
エンザウイルス・結核菌の感染経路について，感
染症患者の血液や体液に暴露された時の対処法に
ついて），③手洗いについて（手洗い方法につい
て，どんな時に手洗いをしているか），④その他
（環境整備について，感染予防対策への関心，日
常的に気をつけていること）という内容について
計19項目（自由記載および選択肢）を無記名で
アンケート調査し集計した．
結 果
アンケートの回収率は79％で，有効回答率は
100％であった．
1．感染予防対策について
「感染予防対策」という言葉については67人
（72％）の学生が知っていると答えていた．しか
し，一方で，「標準予防策」という言葉に関して
は83人（66％）と半数以上にあたる学生が知ら
ないと答え，聞いたことがある，もしくは知って
いると答えた学生にいたっては15人（15％）と
いう結果にとどまった（図1）．
また，「感染予防対策」について1．知ってい
ること，2．実施していること，3．最も大切だと
思うことの3つについて自由記載してもらったと
ころ，表1に示すような結果となり，その中でも
特に1～3の全項目において一番多く挙げられて
いたものは「手洗い」であった．次いで，「含嗽」
「手の消毒」「マスク」「手袋」といったことが感
染予防対策のために必要な項目として挙げられて
いた．
2.感染症について
微生物とその感染症についてどの程度理解して
いるかを把握する目的で，MRSA，B型肝炎ウ
イルス，インフルエンザウイルス，結核菌の4つ
について質問したところ，多くの学生が理解して
いたのはB型肝炎ウイルスであった．また，イ
ンフルエンザウイルスと結核菌に関しては，主に
飛沫感染と空気感染の2経路に大きく分かれて認
識されていた．そして病院感染の代表的な菌であ
るMRSAについてはさらに回答が分かれ，接触
感染，飛沫感染，空気感染の3つに分散されると
いう結果となった（図2）．
3.手洗いについて
どのような時に手洗いを行っているかという質
問に対し，実習中では多くの学生が「患者との接
触前後」もしくは「一行為一手洗い」と答えてお
り，実習以外では「帰宅時」が最も多く，「食事
前後」と「排泄後」がそれらに続いて多く挙げら
れていた．
4.その他
学生に，感染予防対策について関心があるかど
うかを質問したところ，84％と多くの学生が「関
心がある」と答えていた（図3）．また，何を知
りたいと望んでいるかという自由記載をみると，
「過剰な消毒の弊害」，「擦込み式消毒剤使用時の
手洗い」，「MRSA予防において最も効果的なこ
とは何か」といった事項が挙げられていた．
考 察
感染予防対策に関する知識は，全てのケアにお
いて基本となるものである１）．臨地実習では，直
接患者に接することから看護学生は既に準医療従
事者としての対応を求められる２）．調査の結果，
学生は「感染予防対策」という言葉自体は認識し
ているものの，その内容については曖昧な点が多
くみられた．例えば手指洗浄と手指消毒という
「手洗い」方法 ３）～６） の認識に見られるように，
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図1．「感染防止対策」および「標準予防策」と
いう言葉の認識
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表１．感染予防対策についての認識内容
知っていること 実施していること 最も大切だと思うこと
手洗い
マスク
含嗽
手の消毒
手袋
清潔操作
ガウンテクニック
隔離
クリーンルーム
殺菌・消毒
感染源の除去
空気管理
清潔区域の区別
生花除去
リキャップしない
36
18
14
14
7
5
4
4
3
2
2
1
1
1
1
手洗い
含嗽
手の消毒
マスク
手袋
清潔操作
自分が感染源にならない
42
8
6
6
1
1
1
手洗い
媒体にならない
消毒
清潔
意識
口腔内の清潔
患者の免疫力の配慮
注意力
正しい知識
24
3
3
2
1
1
1
1
1
1
（人）
自由記載（複数回答）
MRSA
結核菌
B型肝炎ウイルス
インフルエンザウイルス
図2．病原微生物別感染経路の理解
図3．感染防止対策への関心度
m学生は「感染」に対して何らかの行動をとりな
がらも，その行動は正しい知識のもとに行われて
いないというのが現状であった．さらにこういっ
た状況から，一般に院内感染に関連する微生物の
特性やそれら微生物に直面した際の対応方法といっ
た基礎的知識が乏しく、実際に病棟で自分が行っ
ている行為が正しいのか，何故そうしなければな
らないのかといった対処行動に結びつけるための
実践的知識にいたってはいまだ不十分であるとい
うことが予測された．
これらは，授業カリキュラムの構成上，学習し
てから臨地実習にいたるまでに約1年の期間があ
り，その間の知識の再確認が十分行われていない
こと，また各担当教員間の共通認識が不十分であ
ることによって示された結果であると推測される．
しかし，こういった状況の中，「手洗い」に関し
てだけで学生の意識が高く，方法については問題
が残るものの意識的に行えているのは，各領域に
おける教員が臨床という場で頻回に促している成
果ではないかと考えられた．この「手洗い」とい
う行為についての質問の結果をみると，多くの学
生が手指洗浄と手指消毒の区別がつかないといっ
た現状であったため，最も基本的かつ重要な「手
洗い」方法については特に臨地実習前に再度確認
していく必要があると思われる．
また，感染症，感染症への対応の仕方について
は，今回よく知られている微生物についての問い
であったにも関わらず，B型肝炎ウイルス以外の
全てにおいて知識の混同がみられていた．これら
に関しては，臨床において非常に深刻な問題であ
るため，標準予防策の考え方とともに正しい知識
の継続維持が保たれるような方法を今後，検討し
ていくことが課題である．
近年，院内感染や職業感染といったことが大き
く取り上げられている．これは，看護学生にとっ
ても無関係ではなく，臨地実習からさらには今後，
看護職を担っていく学生にとって大きな問題とな
るため，基本的知識に加え実践能力向上を視点に
入れた学生教育が大切であると考えられる．また，
今回の調査では、学生の「感染」に対する関心も
高いことが示されたが，これは調査を実習開始後
に行ったことで，より身近な内容として捉えるこ
とができたためではないかと考えられた。以上の
ことをふまえると，これまでに学んだ知識を初め
て実践する臨地実習の役割は感染予防対策教育に
おいても非常に重要であり，実践ということをよ
りイメージできるような教育方法の構築さらには
学生が知りたいと望んでいる内容に対応した講義・
演習の展開の必要性も示唆された．今回の結果を
もとに，不十分な点を補いながら，安全かつ適切
に実習できるような環境づくりおよび支援が今後
必要であると考えられる．
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Nursingstudent'sknowledgeandtheirownbehaviorrelating
totheinfectioncontrolandpreventionduringclinicalpractice
MihoYOSHII1),MikiYATSUZUKA1),
SetsukoTSUKAHARA2),HiroshiOCHIAI1)
1)SchoolofNursing,ToyamaUniversity
2)SchoolofNursing,GifuUniversity
Abstract
Inodertoknowhowmuchknowledgeandawarenessaboutinfectioncontrolinthenursing
students,weanalyzedtheanswersonthequestionnaireobtainedfrom 60studentsatthe
beginningofclinicalpractice.Amongthem,as70%ofstudentsansweredtoknowtheword
of"infectioncontrol",whereas60%ofthemdidnotknowthecontentsof"standardprecaution".
Toquestionsconcerninginfectioncontrolmeasuresthatyoushouldknowandpractice,and
thatyouthinkthemostimportant,themoststudentscited"handwashing".Inrelationto
thisfact,ithasbeenclarifiedthattheypracticeconsciouslyhandwashingduringtheclinical
practice.Ontheotherhand,therewereconsiderabledifferencesinknowledgeonmicrobiology
dependingonindividualstudent.Inparticular,theknowledgeconcerningtheinfection
routeswaspoorandtherebyre-educationissuggestedtobeneeded.Takingtogether,it
shouldbeemphasizedthattheclinicalpracticehasaroletoteachthem thepracticaland
suitableinfectioncontrolmeasurescasebycase.
Keywords
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